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都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 28.3 ha

令和 5 年度　～ 令和 9 年度 令和 5 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 兵庫県 明石
あ か し

市 西明石駅南
にしあかしえきみなみ

地区(第
だい

1回
かい

変更
へんこう

)

計画期間 交付期間 9

大目標：　広域的な交通拠点のポテンシャルを活かした地域の生活拠点の形成
　　目標１：交通利便性の向上に伴う地区内人口の増加
　　目標２：まちなかの魅力向上に伴う賑わいの創出
　　目標３：暮らしやすい環境の創出

　明石市においては、「明石市SDGｓ推進計画(明石市第6次長期総合計画)」（2021年度改定）において、「いつまでも、すべての人に、やさしいまちを みんなで」を2030年のあるべきまちの姿として定め、明石のまちが住みやすいと思う人の割合100%を目指しています。
まちづくりの方向性として、経済・社会・環境の三側面から方向性を定めておりますが、特に経済面において「にぎわいと活力が持続するまち」を目指し取組みを進めています。

　西明石駅南地区について、市内唯一の新幹線停車駅という交通利便性と藤江～松江海岸など明石を代表する自然景観を有した魅力ある地域であるにも関わらず、駅周辺の安全性・利便性の低さ、南北のアクセスの悪さ、地域交流機能の不足、土地の低未利用な
どの課題があり、2011年(平成23年)度より地元自治会が中心となり、「西明石活性化プロジェクト協議会」を組織し検討が進められてきました。
　また、JR神戸線の終着駅でもありJR関連施設も多く存在し、明石市とＪＲ西日本とで所有地の活用や施設整備を一体的に行えば整備効果が高いことから、2020年(令和2年）にはJR西日本と「西明石駅及び駅周辺におけるまちづくりに関する協定書」を締結し、具体
の事業に向けた協力も行ってきたところです。
　具体的に既に着手済みの事業として、南北のアクセス向上に向けた開かずの踏切（南畑踏切）の歩道橋化の工事は2024年（令和6年）春の完成を目指し実施中です。
　今後は、駅南口に新たなバリアフリー改札・駅ビル・駅前広場を整備するとともに、当該駅前広場を中心としたアクセス道路の整備、またそこから徒歩圏内の場所への地域交流拠点の整備などをJRと協力しながら進める予定です。

　なお、当地区は、「明石市都市計画マスタープラン」（2023年3月3月改定）においても、広域交通拠点としては活発な交流を育むまちづくりをすすめることとされており、「明石市立地適正化計画」（2023年3月策定）における都市機能誘導区域や、「明石市ユニバーサル
デザインのまちづくり実行計画」（2023年3月改定）における移動円滑化促進地区に位置付けられていることから、今後は障害者・子ども・高齢者を含む全ての人にやさしいまちづくりを都市機能の整備含め、ハード・ソフト両面から進めていくことが求められています。

・駅南側からホームまでのバリアフリー経路が無いこと。
・既存の地域交流拠点（サンライフ明石）の老朽化。
・狭隘な駅前道路の改良による歩行者の安全確保とウォーカブルな空間創出。
・JR神戸線及び山陽新幹線の二線の鉄道にまちが分断されたことによる南北のアクセスの悪さ。

①明石SDGｓ推進計画(明石市第6次長期総合計画)（2021年度改定）　計画期間：2022～2030年度
　・経済面では安心の暮らしの向上を図るため、市民やまちの経済的な基盤が安定的に発展していることが重要であり、「賑わいと活力が持続するまち」を目指す
　・社会面では、SDGｓの理念である誰一人取り残さない社会を実現するため、「すべての人が助け合い安心して暮らせるまち」を目指す
  ・環境面では、安全で快適な暮らしを将来にわたり引き継げる「人にも自然にも地球にもやさしいまち」を目指す
　
②「明石市都市計画マスタープラン」（2023年3月3月改定）
　【誰もが安全・安心に暮らせる、人にやさしい都市づくり】
　　・地域住民や多種多様な主体がまちづくりに参画し、世代や分野を超えて繋がり合う共生社会（インクルーシブ）の創出を目指します。
　　・ユニバーサルデザインに配慮した都市整備を行い、誰もが安全で快適に移動しやすく、暮らしやすい都市づくりを進めます。
　【まちの魅力により活力と交流が持続する都市づくり】
　　・教育、福祉、情報、就労など生活に必要な機能を有する施設の維持・管理や公共交通等によるアクセス性の維持・強化を行い、多種多様な世代が交流する拠点としての維持を図り、賑わいの創出を図る他、市内外との交流が盛んな都市の形成を目指します。
　※計画に位置づけられた西明石地域の目標※
　　広域交通拠点としてのポテンシャルを活かした地域活性化、JR西明石駅南側の新たな改札設置や駅前広場、アクセス道路などの整備　等
　
③「明石市立地適正化計画」（2023年3月3月策定）
　※西明石駅南地区の都市機能誘導区域の位置づけ※
　　今後予定されている駅ビル、駅前広場の整備や地域交流拠点（サンライフ明石）の建替により、広域的な交通拠点のポテンシャルを活かした地域の生活拠点の形成を進める。

　明石市は、大部分が市街化区域となっており、良好な住宅地が形成され、公共交通ネットワークも充実しています。本市の人口は現在も増加が続いており、今後も市街化区域内の人口密度は高水準を維持していくと考えられます。しかし、全国的な傾向同様、本市に
おいても高齢化が進行していくと予想され、都市機能、産業、地域コミュニティ、自治体運営などに大きな影響が出る可能性があります。さらには、近年激甚化する災害への対策は大きな課題であり、引き続き、洪水や津波、土砂災害への対策を行うとともに、今後発生
が想定される南海トラフ巨大地震を見据えた安全、安心な市街地形成が求められています。
　このような中、「明石市ＳＤＧｓ推進計画」の将来像及び「明石市都市計画マスタープラン」の将来都市像を実現するため、高齢化の進展や多様なライフスタイルの実現などの課題に対応しながら、現在の良好な住環境を維持し、誰もが便利で安心して暮らすことができ
る持続可能なまちづくりを進める必要があります。



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方　※誘導施設を整備する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

居住誘導方針の考え方　※居住誘導促進事業を活用する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

一体型滞在快適性等向上事業及びまちなかウォーカブル推進事業の計画　※一体型滞在快適性等向上事業の場合もしくはまちなかウォーカブル推進事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
滞在快適性等向上区域の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

百人 R３年度 R９年度

千人／年 R３年度 R９年度

％ R元年度 R９年度

 

該当なし

ＪＲ西日本が実施する駅ビル及び改札の整備にあわせ、駅前広場、駐輪場、アクセス道路（都市計画道路西明石駅南線）を整備することで、交通結節機能の強化を図る。

西明石駅周辺地域では、JR西明石駅を拠点とし、西明石サービスコーナー、サンライフ明石(中高年労働者福祉センター)などが立地しており、商業・業務系の土地利用がなされています。今後、西明石地区の活性化において、駅ビル、駅前広場などの整備やサンライ
フ明石の建替が予定されており、広域的な交通拠点のポテンシャルを活かした地域の生活拠点の形成を進めます。

都市再生土地区画整理事業や都市・地域交通戦略推進事業の特例の該当なし。

居住誘導促進事業の該当なし。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

住みやすいと思う人の割合
（西明石地域）

明石市　まちづくり市民意識調査（２～３年毎に実施） 居住環境の向上、満足度

地区内人口 整備計画区域内の人口
ＪＲ西日本との共同による西明石地区活性化の取組みにより交通利便性
の向上を図り、地区内の人口増加を図る。

地域交流施設の利用者数 地域交流施設の来館者数（毎年集計値）
新たに整備する地域交流施設の利用者数の増加を図る。現行のサンラ
イフ明石の利用者と、リニューアル後の地域交流施設の利用者との比較

41 百人 50 百人

93.5 % 95.0 %

74 千人/年 81 千人/年



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

【広域交通拠点としてのJR西明石駅の利便性向上】
　・駅南側（特に南西部）からのアクセス確保のための環境整備

【基幹事業】　（都市計画道路）西明石駅南線整備事業、藤江14号線整備事業、
　　　　　　　（地域生活基盤施設）（仮称）西明石駅南口自転車駐車場整備事業
【関連事業】　JR新改札及び駅ビル整備事業、南畑歩道橋整備事業
【協定制度等】　西明石駅及び駅周辺におけるまちづくりに関する協定書

【多様な世代が集う交流拠点の創出】
　・老朽化した地域交流拠点のリニューアル
  ・従前から住む地元住民と転入した若年層や子育て層など、多様な世代・属性の方が集える拠点の創出 【基幹事業】　(高次都市施設　地域交流拠点）（仮称）西明石地域交流センター整備事業

【協定制度等】　西明石駅及び駅周辺におけるまちづくりに関する協定書

【居心地が良く歩きたくなる空間づくり】
　・駅及び新たな地域交流拠点を中心にした歩行者空間の創出

【基幹事業】　(高次都市施設　地域交流拠点）（仮称）西明石地域交流センター整備事業
【協定制度等】　西明石駅及び駅周辺におけるまちづくりに関する協定書

【その他官民協働の取り組み事例】
・ボランティア・はなぞのによる地域支え合いの家運営
・県・JR西日本・地元まちづくり協議会と協力し、新幹線コンコースの緑化を実施
・地元商店街と連携した西明石グルメフェスの実施
・市・ＪＲ西日本の共同により駅ホーム柵の設置（実施中）
・市・ＪＲ西日本の共同により南畑横断歩道橋整備による踏切除却（実施中）
・明石市協働のまちづくり推進条例に基づく地元まちづくり協議会による市と連携した取組
　「西明石まつり」　フリーマーケット、演舞など（児童クラブ、幼稚園、太極拳、よさこい、中学校吹奏楽、フラダンス、バトントワリング、阿波踊り）
　「駅前イルミネーション」　駅前広場ロータリーの電飾
　「花壇植え替え」駅前広場花壇の植え替え
　「こども夢文庫」　図書館から遠く、賑わいが必要な場所に設置し、図書の貸し出しや本の読み聞かせなどを行い、地域の子育てを支援
　「はなぞの公園」　放課後の子供たちが安心して遊べる場所（広場）として市有地を借り受け開放（見守りあり）

【道路事業による効果】
・西明石駅に新設される改札口へのアクセス道路となるため、駅方面への利用者（歩行者・自転車・自動車）の安全な動線を確保できる。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 明石市 直 440ｍ 5 11 5 9 3,138 2,613 2,613 2,613 －

道路 藤江14号線 明石市 直 200ｍ 5 11 5 9 402 302 302 302 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 自転車駐車場整備センター 間 約800台 6 7 6 7 390 390 260 130 260 －

高質空間形成施設

高次都市施設地域交流センター 明石市 直 1棟 5 8 5 8 2,502 1,961 1,961 1,961 －

観光交流センター

テレワーク拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

基幹的誘導施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

復興促進事業

エリア価値向上整備事業

合計 6,432 5,266 5,136 130 5,136 － …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

明石市 直 一式 9 9 9 9 10 10 10

合計 10 10 0 0 10 …B

居住誘導促進事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

居住誘導促進事業

合計 0 0 0 0 0 …C
合計(A+B+C) 5,146

交付対象事業費 5,146 交付限度額 2,573 国費率 0.5

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
西明石駅南線

（仮称）西明石駅南口自転車駐車場

（仮称）西明石地域交流センター

事業活用
調査

事業活用調査 西明石駅南地区

まちづくり活
動推進事業

直／間
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業 事業箇所名 事業主体

住宅市街地総合整備事業

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間



（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
明石市 国土交通省 63.8m 〇 H31 R5 1,485

合計 1,485

事業主体 所管省庁名 規模事業箇所名 全体事業費事業

南畑踏切安全対策事業 南畑踏切

（いずれかに○） 事業期間

事業期間
全体事業費事業主体

（いずれかに○）
所管省庁名 規模事業 事業箇所名



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

西明石駅南地区(第1回変更)（兵庫県明石市） 面積 28.3 ha 区域
明石市西明石南町２丁目の全部、西明石南町１丁目、西明石南町３丁目、西明石西町１丁目、小
久保、小久保２丁目、和坂の各一部

Ｎ

・ サンライフ明石

・ 望海中学校

・ 公設地方卸売市場

西明石サービス

コーナー

・ 上ケ池公園

（花と緑の学習園）

凡 例

都市再生整備区域

都市機能誘導区域

（予定）

国道

鉄道（ＪＲ）

・ 花園小学校

・ 鳥羽小学校



地区内人口 （  百人  ） 41 （令和３年度） → 50 （令和９年度）

地域交流施設の利用者数 （千人/年） 74 （令和３年度） → 81 （令和９年度）

住みやすいと思う人の割合 （ 　％ 　） 93.5 （令和元年度） → 95.0 （令和９年度）

　西明石駅南地区（第１回変更）（兵庫県明石市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

広域的な交通拠点のポテンシャルを活かした地域の生活拠点の形成を進める
　目標１：交通利便性の向上に伴う地区内人口の増加

　目標２：まちなかの魅力向上に伴う賑わいの創出

　目標３：暮らしやすい環境の創造

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

500m0
Ｒ５.３時点

○関連事業
南畑踏切安全対策事業

人口：３０．４万人（令和４年４月時点）

兵 庫 県

明石市

国道2５０号

■基幹事業（地域生活基盤施設）
(仮称)西明石駅南口自転車駐車場
整備事業

・サンライフ明石

・はなぞの広場

西明石駅南口

周辺図

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

:  都市再生整備計画の区域

:  都市機能誘導区域

: 居住誘導区域（地図内全域）

■基幹事業（高次都市施設）
(仮称)西明石地域交流センター
整備事業

□提案事業（事業活用調査）
事業活用調査

○関連事業
令和４年度官民連携によ
る地域活性化のための基
盤整備推進支援調査

■基幹事業（道路）
西明石駅南線道路整備事業
（駅前広場の整備を含む)

■基幹事業（道路）
藤江14号線整備事業


